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１　組織
人事及び服務，庁舎・起業家支援室及び産業技術共同研究センター・備

品その他の公有財産の管理，予算の編成，歳入・歳出予算の執行事務，

使用料・手数料の証紙収納，技術コーディネーター指導事業，研修生の

受入

【研究企画グループ】

試験研究業務の企画・調整，産学官連携事業，共同・受託研究，所内研

究用ＬＡＮの管理，知的財産の推進，勤務発明，機器整備，技術情報の

編集・提供

【材料・資源グループ】

組込製品，ＬＥＤ応用製品，材料工学，粉末冶金，金属の溶接技術・非

破壊検査・分析等の研究及び指導

【分析・評価グループ】

 無機材料，化学・環境・有機・金属分析，腐食・防食技術，高分子材料

の研究及び指導

【機械技術グループ】

機械加工・設計等全般，ＬＥＤ応用製品，精密測定，ＣＡＤ／ＣＡＭ／

ＣＡＥ，３次元形状処理等の研究及び指導

【電子技術グループ】

電子回路設計，マイコン応用，ＬＥＤ応用製品開発，センサ，超音波応

用技術，メカトロニクス技術，組み込みシステム開発，情報処理技術，

省エネルギー化技術，光計測技術，電磁波ノイズ計測技術等の研究及び

指導

【木質加工グループ】

木竹製品の構造強度及び性能評価・塗装技術，複合材料，音響の測定，

音響材料の評価及び騒音対策，３次元ＣＧの活用，木質系材料の塗装・

材質改良及び化学加工・資源及び環境等の研究及び指導

【デザイン・繊維グループ】

家具及びインテリア，ユニバーサルデザイン，ＬＥＤ関連製品，繊維製

品の染色加工・性能評価技術等の研究及び指導

【食品技術グループ】

 漬物製造技術，水産物の利用加工，藻類の分析・評価，畜産物の利用加工・

分析・評価，野菜類の利用加工・分析・評価等の研究及び指導

【応用生物グループ】

含塩発酵食品（味噌・醤油）製造技術，微生物利用の生産，穀類・豆類

の利用加工，農産物の機能性評価，果実類の利用加工，その他発酵食品

製造等の研究及び指導　　　　

工業技術支援本部長
(所長事務取扱 )

次　長

【LED応用製品プロジェクトチーム】

電子技術課長を総括とし，各課１名からなる計 7名で構成されるプロジェクトチーム．

材料技術課

機械技術課

生活科学課

食品・応用生物課

【健康・医療産業事業化支援プロジェクトチーム】

研究部長を総括とし，企画情報課１名，電子技術課１名，食品・応用生物課で構成されるプロジェクトチ－ム．

【技術支援チーム】

次長 ( 企画調整担当 ) を総括とし，企画情報課４名，その課題分野の研究員で適宜構成されるプロジェクトチーム．

次　長
(企画調整担当 )

研究部長

工業技術支援本部副本部長

電子技術課

総　務　課

企画情報課

【ＣＦＲＰプロジェクトチーム】

機械技術課長を総括とし，機械技術課１名，生活科学課１名で構成されるプロジェクトチ－ム．
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２　総合表
　　　　　　

　　　　　　　課名
　業務内容

総務課 企画情報課
（管理職含む）

材料技術課 機械技術課 電子技術課 生活科学課 食品・応用生物課 合　計

研 究 課 題（ 数 ） 3 4 3 9 2 3 24

実 地 指 導（ 件 ） 37 21 64 76 129 50 377

技 術 相 談（ 件 ） 155 189 252 154 449 1,014 2,213

依頼試験分析鑑定等（項目） 2,351 23 8 948 1,848 5,178

施設利用　　（件） 454 60 514

機器利用　　（件） 298 1 93 224 145 80 71 912

地域産業技術　  （回）

セミナー　  (のべ人数)

１ １

95 95

研 究 会   （ 回 ）

(のべ人数 )

7 7

67 67

技術研修        （人）

(のべ人数 )

10 2 2 1 4 2 21

271 20 8 19 24 7 349
「とくしまエコテク」　　　

キッズツアー　　　　（回）　

　　　　　　　　(のべ人数）

16 16

482 482

技術用務来所者
（人） 1,005 651 452 317 606 990 4,021

来所者総数    （人） 17,939

職員数                                                                                                                                                           （平成 24年３月 31日現在）

区　　　分 事務職員 技能労務 技術職員 臨時補助員 緊急雇用
創出事業嘱託員 計

所　　　長 1 1

次　　　長 1 1 ２

研 究  部 長 1 1

総　務　課 2 1 1 1 5

企画情報課 4 5 9

材料技術課 7 1 8

機械技術課 4 4

電子技術課 5 1 2 8

生活科学課 6 1 7

食品・応用生物課 7 1 8

計 4 1 35 2 11 53
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３  事業費の推移

（１）歳入決算

　　（人件費を除く） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                  　　　 （単位：千円）

項　　目
歳入決算額

平成 21年度 平成 22年度 平成 23年度

工鉱業使用料 6,141 6,374 5,268

施設・機械器具使用料 8,288 7,360 7,847

試験等手数料 19,772 17,957 15,338

その他の収入 70,916 38,107 34,093

県一般財源 165,195 170,372 201,925

合　　計 270,312 240,170 264,831

（２）歳出決算

　　( 人件費を除く）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

項　　目
歳出決算額

平成 21年度 平成 22年度 平成 23年度

中小企業振興費 LED関連製品商品化促進事業                2,992 1,521 9,728

工業技術センター費

センタ－運営費   123,422 104,639 94,208

試験研究費  28,678 30,563 25,534

特別研究費   62,335 39,600 25,052

頑張る企業技術支援費              16,800  5,767 3,020

センター機械整備事業費                2,499 ― ―

技術シーズ創出調査事業費 10,309 8,933 7,875

工業技術センター費　小計 244,043 189,502 155,689

中小企業・雇用対策

事業費
知的財産アドバイザー事業 1,571 1,082 3,777

その他 3,403 8,908 18,989

センター機械整備事業費の本庁執行分 15,803 9,975 70,781

合　　計 270,312 210,988 258,514

22 年度繰越　センター運営費 ― 29,182 6,317

合　計 ― 240,170 264,831
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４  研究課題名一覧                              　　　　　　　　　　　　※印の研究課題については課題のみ掲載

　 特 別 研 究 課 題　　　　　　 担  　当　　　　　　　　　　共同研究者　　　　　　　　                      掲載頁

                

イノベーションシステム整備事業 ( 地域イノベーション戦略支援プログラム　グローバル型 )［文部科学省］

　　［中核機関：（公財）とくしま産業振興機構］

　   ※糖尿病用血管機能検査装置の開発と臨床上の有効性の検証 ( 継続 )                                                      　    －

　　　　　　　　　　　　　平尾　友二

   　※地域食材を用いた血糖値上昇抑制 ･抗肥満食品の開発 ( 継続 )　　　　　　　　　　　　　　　　　　    －

　　　　　　　　　　　　　岩田　深也，山本　澄人，吉本　亮子，新居　佳孝

                                               三木　　晃，岡久　修己，市川　亮一

　　　　　　　　　　　　　

戦略的基盤技術高度化支援事業［経済産業省］

　　［事業管理者：（公財）とくしま産業振興機構］

　　※多結晶太陽電池ウェハの高精度欠陥検査装置の開発　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　       －

　　　　　　　　　　　　　柏木    利幸，  三好　英円                  東西電工㈱，徳島電制㈱，徳島大学

　　　　　　　　　　　        松原　敏夫，  平岡　忠志

　　※加工最適化機能を有する CFRP 高精度加工システムの開発　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　－

　　　　　　　　　　　　　小川　仁，　  日開野　輔，                ㈱アスカ，多賀電気㈱，㈲クールテクノス

                                               平岡忠志　　　　　　　　　　　　慶應義塾大学，産業技術総合研究所

　　

研究成果最適展開支援プログラム（A-STEP)【FS】ステージ　探索タイプ［(独)科学技術振興機構］

　　蓄電型太陽光模擬DC/DC コンバータの開発　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      26

　　　　　　　　　　　　　酒井　宣年

　　小型風力発電に適した蓄電システム開発 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 27

　　　　　　　　　　　　　室内　秀仁，  酒井　宣年

　　超音波キャビテーション技術を用いた放電加工におけるジャンプフラッシングレス化への取り組み　  　  28

　　　　　　　　　　　　　小川　仁
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                                                                                                                  ※印の研究課題については課題のみ掲載                                                                                   

　 共 同 研 究 課 題　　　　　　 担  　当　　　　　　　　　　共同研究者　　　　　　　　                      掲載頁
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
技術シーズ創出調査事業
　
   　 麹菌を利用した栗の新規利用技術の開発                                                                                                      29
  　     　　　　　           　　山本　澄人，岡久　修己　　　　  タカラ食品㈱                                                
  

       ねじの転造不良検出の検討　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　    　    　                      30
　　　　　　                     　平尾　友二　                                   ㈱ヒラノファステック

　　交流式電場技術を用いたスダチの高品質冷蔵技術の開発                                                                             31
　　　　　　　　　　　　　吉本　亮子，三木　晃　　　　　  ㈱山本鉄工所，早稲田大学

　　※リチウムイオン蓄電システムの開発
　　　　　　　　　　　　　酒井　宣年　　　　　　　　　　  ㈱藤崎電機

　　半導体ウェハ用検査光源の開発                                                                                                                     32
　　　　　　　　　　　　　柏木　利幸　　　　　　　　　　  東西電工㈱

　　※ポリカーボネイト材料の冷凍鏡面施削加工と
　　　　　　　切削によるそり・ひずみの FEMによる事前予測に関する研究
　　　　　　　　　　　　　森本　　巌　　　　　　　　　　  山本光学㈱
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※印の研究課題については課題のみ掲載　

経 常 研 究  課  題　　　　                                               　               担  　当　　　　　　　　　　　　   掲載頁

　　LED・リチウムイオン電池活用製品の実証試験（継続）  　　　　　　　　　　                                          33      
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                      武知　博憲，三好　英円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    中村　怜，酒井　宣年
　
　　低コントラスト欠陥の評価手法の研究（継続）                                                                                              34
  　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　 柏木　利幸

　　高マトリックス溶液における微量元素測定（継続）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　35
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤　誠一

　　光触媒を用いた可視光 LED照射による VOCの低減化（継続）                                                                     36
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小山　厚子

　　水熱条件下での炭酸ガスの還元反応（継続）                                                                                                 37
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　郡　寿也

　　オーダーメイド弾性ストッキング製造システムの高度化研究（継続）                                                  　　38
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　香川　敏昌，平岡　忠志

　　ファンによる強制空冷を利用した大型 LED照明の研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 39
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中村　怜

　　LED照明用ワイド入力電源の開発　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  40
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　酒井　宣年

　　人に優しい家具・インテリア～ユニバーサルデザイン家具 ・インテリア製品の開発～（継続）　　　　　41
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中瀬　博幸

　　県産スギを用いた住宅壁の防音化について（継続）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　42
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中岡　正典

　　※炭素繊維・高分子複合材料の性能評価に関する研究（継続）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　正木　孝二
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５　特別研究

（１）イノベーションシステム整備事業 ( 地域イノベーション戦略支援プログラム　グローバル型 )

　徳島県が科学技術振興や産業振興で最重点項目と位置づけて実施している「イノベーションシステム整備事業」

に参画し研究開発を推進する．平成 23年度は 2課題の研究を実施した．

（２）戦略的基盤技術高度化支援事業

　経済産業省の提案公募事業である「戦略的基盤技術高度化支援事業」に採択された課題について，産学官で共同

研究体制を構成した事業管理者より委託を受けて研究開発を推進する．平成 23年度は 3課題の研究を実施した．

（３）研究成果最適展開支援プログラム A-STEP

　（独）科学技術振興機構の提案公募事業である「研究成果最適展開支援プログラム A-STEP」に参画し研究開発を

推進した．平成 23年度は【フィージビリティスタディ（FS）】ステージ探索タイプ 3課題の研究を実施した．

６　共同研究

　技術シーズ創出調査事業は，当センターの技術シーズ等を活用し，地域の産学官が連携して，国等における提案

公募型技術開発事業の採択に向けて，本格的な研究開発に先立つ事前調査や可能性試験等の予備的な研究を行う事

業である．今年度は 6テーマについて産学官連携による研究開発を実施した．

７　経常研究

　業界が抱える技術的課題について経常研究を実施し，業界の技術力向上に寄与するとともに，研究で得られたシ

－ズから提案公募型事業に発展した課題もある．近依頼試験・分析は製品の性能評価等について迅速に対応すると

ともに，それから派生した問題点のいくつかは経常研究課題として実施したことで，業界の技術支援に役立った．

平成 23年度は外部委員による試験研究評価委員会及び内部評価委員会の審査により，11テーマが経常研究課題

として採択され，研究を実施した．

８　技術支援

（１）　概要
　当センターの主要な業務である技術支援として，技術相談，実地指導，依頼試験・分析・鑑定，施設・機器利用，
技術研修生の受け入れ及び技術情報の提供等を実施した．
　技術相談については，品質管理，工程管理，製品に対するクレーム，製造事故対策等，製造技術に関すること及び，
ＬＥＤ関連製品開発等，新商品開発に関連する相談がほとんどであった．実地指導は当センターが保有する技術
シーズの紹介，企業のニーズの把握を積極的に行い，併せてセンター職員による相談・指導，技術的課題の解決
のための共同研究・開発の実施や新製品・新技術の開発支援を行い，業界の求める技術支援に役立てた．依頼試験・
分析・鑑定については，単に成績書を発行することにとどまらず，新商品開発や製造現場における技術改善等を
進めるための指標として，その後の技術相談，技術指導に活用した．施設・機器利用については，製品の高度化
や性能評価に関する項目が多くを占めた．また，ホームページの情報を基にした県外からの技術相談，依頼試験・
分析，設備・機器利用等も増加した．
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企画情報課
（研究企画グループ）
　省庁や各種団体が実施する補助事業，委託事業や受託研究に関する問い合わせや相談に応じるとともに，必要と
される最新の機器を導入し技術支援の充実を図った．産業技術共同研究センター貸研究室と起業家支援施設の入居
者募集，選定に関わる作業を行い，職員の勤務発明など知的財産に係わる管理運営を行った．また，関西広域連合
内の各試験研究機関研究員同士の技術情報交流及び県内企業への技術情報提供サポートを行なう「地域産業技術セ
ミナー」を開催するとともに，県内の小中高校生に環境技術についての体験学習「エコテクキッズツアー」を実施
した．LED 関連では，LED 応用製品の常設展示場を当センター 1F ホールに開設し，県内企業の LED 製品や、関
連技術などの紹介を行った．また，印刷物，ホームページや技術支援ニュースのメール配信等で技術情報を県内企
業に提供した．

材料技術課
（材料・資源グループ）
    無機・金属系材料の評価 , 腐食 , 損傷など品質管理に関連する技術相談が多く , 材料の元素分析では , 蛍光 X線
分析装置 , 電子線マイクロアナライザー , 炭素・硫黄分析装置を利用した . 蛍光エックス線装置については , 装置更
新を行い分析精度の向上を図った . また万能材料試験装置を利用してコンクリート圧縮強度試験 , 溶接継手引張・
曲げ強度試験などを実施した . セラミックス製品開発では冷間・熱間等方加圧装置（CIP・HIP）や雰囲気炉，放電
プラズマ焼結装置 (SPS) の機器利用があった .
（分析・評価グループ）
   各種製品や異物に関する技術相談・依頼分析を行った . プラスチック・紙製品では，フーリエ変換赤外線分光光
度計を用いた有機物の分析や圧縮・引っ張り強度試験を行った . 無機物の分析・評価には X線回折装置，蛍光 X
線分析装置等を利用し , 走査型電子顕微鏡による観察や電子線マイクロアナライザによる微小部分析を行った . 製
品の高精度分析や食品衛生法に基づく重金属分析には誘導結合プラズマ発光分光光度計を用いた . その他，地下水
の塩分濃度分析や建材中のアスベストの分析を行った . 

機械技術課
（機械技術グループ）
    測定分野では，接触式測定機の利用が減少し，3次元スキャナ・レーザー共焦点式など非接触機器の機器利用が
増える傾向が続いている．利用目的は加工精度検証（品質管理）ではなく，3次元曲面を持つ製品の設計・金型製
作など製造プロセスの一部である場合が多い．近隣県公設試での RP装置・３次元スキャナの導入が進んだためか，
この分野での県外企業の利用は減少している．
　加工分野では，金型加工用NCパスの生成（3次元 CAM）や，型彫り放電加工機による穴あけ，レーザー加工
による部品の切り出しなど，特定企業のリピート利用が多い．
　CAE(コンピュータシミュレーション )による解析依頼は本年度に急増した．解析依頼企業の客先からシミュレー
ションの提示を求められるケースが増えているためである．依頼内容は，計算時間の長い流体や熱を対象にした依
頼が多い．日中に解析セットを準備し夜間に計算を実行させ，翌日結果を取り出すなどの工夫をしている．これら
の解析は結果の確からしさの検証が難しいが，実機での結果フィードバックを依頼者から受けることにより，ノウ
ハウの蓄積が進み，より高精度な解析が行えるようになっている．
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電子技術課
（電子技術グループ）
  金属から発生する超音波検出による不良品混入検査，動脈硬化診断のための超音波血管検査，画像による非接触
人体形状計測など，センシング関連の技術開発に伴い，実地指導や技術移転を行った．省エネ・電力制御関連では，
太陽電池パネルとリチウムイオン電池によるエネルギー備蓄技術や，新型多機能電源の開発などに伴い，県内企業
への実地指導を行った．また，歩行者信号用 LED 電球の光学特性試験や，鶏舎用 LED 照明技術の開発など，LED
関連でも企業や他の試験研究機関と協力しながら技術開発・技術移転に取り組んだ．
　機器利用については，ノイズ測定や光学性能測定，超音波強度測定に関連した機器の利用が多かった．LED 道
路照明の夜間照度測定や，大型加工装置のノイズ測定など，工業技術センターへの運搬が困難な製品に対する現地
での測定も行った．また，LED 応用製品の性能評価設備として，新たに大型の全光束測定装置と配光測定装置を
導入し，依頼試験への体制作りに取り組んだ．また，ノイズ測定関連では，EMCテストシステムとマイクロ波電
波吸収体を新たに設置し，規格への適合や測定項目の拡充を図った．
 

生活科学課
（木質加工グループ）
   木製家具業界からは接着接合，強度，耐久性など，製品性能に関する相談・依頼試験・機器利用が多かった．建
材・建具については，大型環境試験機による反りの測定や耐光性試験機を使用した依頼試験があった．ホルムアル
デヒド放散量試験は件数が下げ止まってきた．また震災による材料の需給逼迫から低品質材が増加し，クレーム対
応に伴う技術相談や材料試験が増した．内装用木質部材の難燃および防炎に関する相談も多かった．音響分野では
機械の騒音レベル測定や吸音材料の開発・性能評価に関連した相談や依頼試験に加え，「公共建築物に係る木材利
用促進法」の制定や震災に伴う仮設住宅の建設等の理由から，木質系部材を用いた壁・床の遮音性能に関する相談
と測定依頼が増えた．
 （デザイン・繊維グループ）
　デザイン分野は木製関連企業だけでなく金属や樹脂関連企業の開発依頼も増え，開発内容もインテリア製品全般
に広がっている．対象もいわゆる「健常者」前提ではなく，様々なハンデイキャップがある人を含む全体を対象に，
家具だけでなくインテリア関連製品全般のユニバーサルデザイン開発へとつながってきている．一方繊維関連産業
からは染色加工技術に関する技術相談が多かった．特に天然藍「阿波藍」に関する研究や指導は県内外で実施して
いる機関がほとんどないため，県外業者や文化関係者からの相談も多かった．しじら織物業界からは物性に関する
相談を受け，受託研究を実施し，客観的評価を行った．

食品・応用生物課
（食品技術グループ） 

　技術相談では衛生管理，新商品開発，機能性成分，クレ－ム処理，食品表示等に関する相談が寄せられたが，そ
れらの中でも商品開発に関する相談が多かった．実地指導では機能性成分を活かした食品加工技術，食品工場の衛
生管理技術及び新商品開発技術等に関する指導を行った．依頼分析では品質・衛生管理に関わる微生物検査や異物
鑑定の他，食品表示に関わる成分分析が主であった．また，新商品の賞味期限設定を目的とした保存試験や栄養成
分の分析依頼も多かった．機器利用のうち加工装置では，製品開発を目的とした凍結乾燥機の利用が増加した他，
スプレ－ドライヤ－，レトルト食品用オートクレーブがよく利用された．分析装置ではガスクロマトグラフが品質
管理のために利用された．

（応用生物グループ )

　発酵食品分野では，微生物を利用する食品（吟醸酒，味噌）製造に関する技術（製造技術改善，品質管理技術）
及びしょうゆ JAS 業務に関する技術相談が多かった．果実加工分野では香酸柑橘の品質評価及び精油の分離に関
する相談が主であった．穀類加工分野では，菓子類・麺類の衛生管理，機能性成分，異物鑑定，製品開発等に関す
る相談が多かった．依頼分析は，例年同様香酸柑橘果汁の品質分析，果実加工品の微生物検査，菓子類・麺類の品
質に関わる微生物検査や成分分析，しょうゆ JAS 認定工場の格付け業務に関する分析が中心であった．
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プロジェクトチーム

（技術支援チーム）

　各企業の課題に応じ担当職員を編成し，分野をまたがる技術的課題に対して柔軟かつスピーディーに対応した．

（LEDプロジェクトチーム）

　企画情報課，材料技術課，機械技術課，電子技術課，生活科学課，食品・応用生物課からの 7名をプロジェク
トメンバーとして，LED応用製品開発に関する技術相談に対応した．プロジェクトメンバーが窓口となり，内容
に応じて他の専門職員と協力して業務に当たった．また，「LEDバレイ構想」の一環として推進中の「LED関連製
品商品化促進事業」に取り組んだ．公募により採択した 8課題（新規 4，継続 4）に対し，プロジェクトメンバー
を中心として異なる分野の担当者がチームを組織し，提案者と協力して開発および試作に取り組んだ．工場照明用
特殊レンズの開発や，紫外線 LEDを利用したディスプレイスタンド，藍染め木材を利用した LED照明，無線を利
用した聴覚障害者用補助用具など，これまでにないユニークな商品の試作を行うことができた．試作品の一部は，
工業技術センター内の常設展示場の同事業ブースに展示した．

（健康・医療産業事業化支援プロジェクトチーム）

　平成 19年に設置された「徳島県糖尿病克服県民会議」により，県内中小企業が糖尿病等生活習慣病を克服する
ために必要な食品開発，健康医療機器開発等の事業化に対する支援組織である．平成 23年度は 5年計画の中間年
度であり，中間評価において高い評価を受けた．引き続き「地域イノベーション戦略支援プログラム」として 2
課題について研究を推進した．

（CFRP プロジェクトチーム）

　炭素繊維を EVOHをバインダーとして熱可塑性樹脂繊維（PA6) に梳き込んだ抄紙（CFRTP 原料紙）の熱成形と
その物性評価を行う研究を実施している．

　マトリックス繊維として PPS,PC および PA9T を，また，バインダーとして低融点の EVOHの代わりに有機系耐
熱繊維を用いた．これらの原料紙を積層して成形後，機械加工による引張用試験片で強度評価を行い，最高強度の
得られる構成と比率を確認した．また , 個々の材料の熱分析などにより，熱圧縮成形時の熱的挙動についても検討
した．さらに，炭素繊維長さ 0.7mmの抄紙を市販品の CFRTP セミプレグシートの層間にラミネートして成形し，
その層間強度補強効果を検討した．
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（２） 実地指導（技術調査事業を含む）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（件）

課　名 企画情報課 材料技術課 機械技術課 電子技術課 生活科学課 食品・応用生物課 合　計

実地指導 37 21 64 76 127 52 377

（３）技術相談　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　   （件）

課　名 企画情報課 材料技術課 機械技術課 電子技術課 生活科学課 食品・応用生物課 合　計

技術相談 155 189 252 154 449 1,014 2,213

（４）依頼試験・分析等　                                                                                                                        　　 （項目数）

課　名 企画情報課 材料技術課 機械技術課 電子技術課 生活科学課 食品・応用生物課 合   計

試　験 1,408 21 8 778 6 2,221

分　析 882  165 1,837 2,884

鑑　定  5 5

図案作成  5 5

設　計 2 2

再発行 61 61

合　計 2,351 23 8 948 1,848 5,178

(５) 施設・機器利用　                                                                      　　　 （上段：件数/利用単位数　下段：利用人数）

課　名 総務課 企画情報課 材料技術課 機械技術課 電子技術課 生活科学課 食品・応用生物課 合　計

講　堂
84/282 84/282

5,757 5,757

第一研修室
123/456 123/456

2,224 2,224

第二研修室
121/432 121/432

4,365 4,365

実習室
126/442 126/442

1,572 1,572

電波暗室
52/229 52/229

84 84

対策室
8/9 8/9

18 18

機械器具
298/801 1 93/297 224/650 145/795 80/269 71/288 912/3100

97 221 132 71 64 585

合　計
752/2413 93/297 224/650 265/1033 80/269 70/288 1,484/4,950

13,918 97 221 234 71 64 14,605

※　電波暗室・対策室・機械器具は，時間単位の貸し出しのため，利用単位数には実際に利用された時間数を計上している．
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９　セミナー・研究会等

（１）地域産業技術セミナーの開催 　

　　　【日時】平成２３年１１月１７日（木）　13：20～ 16：40　

　　　【場所】　当センター

題　　　　　　目 講　　    師
受講
者数

担当
課

第一部　13：30 ～ 15：20
関西広域連合試験研究機関技術シーズ
　　および徳島県立工業技術センター研究成果の発表

講演（関西広域連合試験研究機関技術シーズ）
1-1「滋賀県工業技術総合センターにおける医工連携」

1-2 「無地の織物表面に３Ｄ加工による偏光柄を容易に
　　形成できる試作システムの構築」

1-3 「新排水基準に適した亜鉛排水処理施設の改善と
　　浮選法の適用に関する研究」

1-4 「インクジェット捺染の特長を生かした
　　効果的な染色及びデザインの検討について」

1-5「縫合技術を用いた複合糸と
　　熱可塑性炭素繊維強化複合材料の開発」

1-6 「プラズマチューブアレイを用いた
　　フレキシブル紫外光線の研究開発」

1-7 「セルロースの新規利用技術の開発」

1-8 「静電気の測定・評価技術と帯電防止方法の開発」

1-9 「‘ 橙高 ’ 果肉入り梅酒の色保持に関する研究」

講演（徳島県立工業技術センター研究成果）
2-1 「ソバ殻抽出物の血糖上昇抑制作用」

2-2 「樹皮繊維の吸音特性について」

2-3 「溶接プロセスの観察と品質評価への応用」

2-4 「小口径壺型金属部品内面の異物・傷検査」

2-5 「徳島県立工業技術センターにおける
　　LED商品の計測・評価機器の紹介」

第二部　15：30 ～ 16：40
第一部発表テーマのパネル展示

滋賀県工業技術総合センター
　機能材料担当　主査　平尾　浩一
滋賀県東北部工業技術センター
　環境調和技術担当　主任専門員　松本  正

京都府中小企業技術センター
　応用技術課　主任研究員　中西　貞博

京都府織物・機械金属振興センター
　技術支援課　主任研究員　増田　章子

兵庫県立工業技術センター
　技術企画部　研究主幹（研究企画・調整担当） 
　　　　　　　　　　　　　　山田　和俊
　　　　　”

　　　　　”

大阪府立産業技術総合研究所
　企画総務部　企画調整課　総括研究員
　　　　　　　　　　　　　　木村　裕和
和歌山県工業技術センター
　食品産業部　副主査研究員　有田　慎

食品・応用生物課　主任　　　新居　佳孝

生活科学課　専門研究員　　　中岡　正典

材料技術課　主任　　　　　　松原　敏夫

機械技術課　主任研究員　　　平岡　忠志

電子技術課　課長　　　　　　香川　敏昌

95

企
画
情
報
課
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（２）研究会 の開催

名　称 開催数 場　所 内　容
参加数

（延べ）
担　当　課

ユニバーサルデザイン研究会 7
当所
木竹実験室
ほか

ユニバーサルデザイン認識の向上とそ
の理解 ･普及 ･発展のための勉強会 ･
研修会 ･講習会

67 生活科学課

（３） 会議等の開催

会　　議　　名　　等 期   日 場　所 担 当 課

平成23年度産業技術連携推進会議ライフサ
イエンス部会第９回デザイン分科会 H23.6.9 ～ H23.6.10 徳島市 生活科学課
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１０　技術研修

（１）技術研修生　

研 修 内 容 期　　 間 研修生数 日 数 担 当 課

ソフトウェア開発・電子回路技術研修 23.05.25 ～ 23.11.20 1 19 電子技術課

ＧＰＵによる画像処理プログラムの高速化 23.06.20 ～ 24.03.31 2 120 企画情報課

工場排水の水質基準として用いられる COD, 全窒
素 ,TOC 等の分析を学ぶ 23.06.01 ～ 24.03.31 2 10 材料技術課

機能性高分子材料の研究及び研究指導 23.06.20 ～ 24.03.31 2 8 生活科学課

 計 7 157

（２）インターンシップ

研 修 内 容 期　　 間 研修生数 日 数 担 当 課

メロディー演奏プログラム作成，知的財産の研修等 23.08.22 ～ 23.08.26 2 5 企画情報課

回転金型による六角ボルトのヘッド成形 23.08.29 ～ 23.09.02 2 4 機械技術課

木質材料の塗装や化学，音響，家具設計に関する
実習 23.08.29 ～ 23.09.02 2 4 生活科学課

食品の殺菌試験，微生物検査実習，分析実習 23.08.23 ～ 23.08.26 1 3 食品・応用
生物課

食品の殺菌試験，微生物検査実習，分析実習 23.08.22 ～ 23.08.26 1 4 食品・応用
生物課

LED フラッシャーキット等の作成，実務体
験等 23.08.22 ～ 23.08.23 3 2 企画情報課

エコテクキッズツアーの補助（準備，小学
生への指導） 23.10.24 ～ 23.10.28 3 5 企画情報課

計 14 31
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 （３）「とくしまエコテク」キッズツアー

 　徳島県では，LEDをはじめとした優れた環境技術を持つ企業が多数あり，新技術開発も盛んである．そこで，
平成 22年度から , 県内小中高校生を対象に，環境問題から起因される次世代エネルギー技術開発の重要性・必要
性を学ぶ体験型学習としてエコテクキッズツアーを当センターで開催している．平成23年度の実績として，16校，
482 名が参加した．最初は緊張していた子供たちもクイズなどで元気よく答え子供本来の元気さにあふれ，製作
も職員による個別指導を行った．

【小学生の部】

学　校　名 児童数 期　日 時　間 学習内容（全校共通）

阿波市立　八幡小学校         6 年 21 人 23.06.14  9:40 ～ 11:40
①環境問題と
次世代エネルギーの必要性
②ＬＥＤの特徴等
③太陽光発電・風力発電に
ついて
④簡単な電気回路とＬＥＤ
キット製作

東みよし町立　加茂小学校  6 年 53 人 23.06.15 13:00 ～ 15:00

鳴門市立　北灘東小学校     全学年 37人 23.06.17 10:00 ～ 12:00

徳島市立　大松小学校ほか 全学年 18人 23.08.20 10:30 ～ 12:00

三好市立　芝生小学校         5 年 29 人 23.10.25 13:00 ～ 14:30

三好市立　政友小学校        全学年 16人 23.10.27  9:50 ～ 11:30

徳島市立　新町小学校　　 6 年 28 人 23.10.27 13:30 ～ 15:30

美馬市　江原北小学校　　 4 ～ 6年 29人 23.10.28  9:30 ～ 11:30

美波町立　由岐小学校        3,4 年 32 人 23.10.28 13:00 ～ 15:00

鳴門市立　里浦小学校        5 年 31 人 23.10.31 10:00 ～ 11:30

【中学生の部】

学　校　名 生徒数 期　日 時　間 学習内容（全校共通）

徳島市立　南部中学校　　 2 年 28 人 23.10.28 13:00 ～ 15:00

①環境問題と
次世代エネルギーの必要性
②ＬＥＤの特徴等
③太陽光発電・風力発電に
ついて
④簡単な電気回路とＬＥＤ
キット製作

【高校生の部】

学　校　名 課・学年 生徒数 期　日 時　間 学習内容（全校共通）

徳島県立
貞光工業高等学校

電気科
3年 25人 23.11.02  9:30 ～ 12:00

 ①半導体と発光ダイオード
の仕組み
②昇圧回路について
③ LED昇圧回路キット製作
（ハンダ付け）
④ LED点滅キット製作

徳島県立
鳴門工業高等学校

情報理数ﾈｯﾄﾜー ｸ専攻
2年 35人 23.11.04  9:30 ～ 12:00

徳島県立
徳島科学技術高等学校

生産システム
2年 34人 23.11.09 13:00 ～ 16:00

徳島県立
徳島科学技術高等学校

電気技術類情報通信ｺｰｽ
2 年 31 人 23.12.02 13:00 ～ 16:00

徳島県立
阿南工業高等学校

電気コース
2年 35人 24.01.31  9:30 ～ 12:00
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１１　頑張る企業技術支援事業

（１）技術コーディネーター指導事業

　この事業は外部の専門知識を有する者のうち，県が登録した者（技術コーディネーターという）が企業等に対し，

新商品・新技術の開発にあたり直面する技術的課題の技術指導を行うことにより商品化等に結び付けるとともに，

企業の技術開発力の強化を支援することを目的としている．平成 23年度については，①工業技術センターに寄せ

られた課題については，センター研究員の技術指導により解決が図られたこと，②他機関（（公財）とくしま産業

振興機構等）の外部有識者等指導事業（無償）があったこと，以上の理由により，当該事業について企業からの要

望はなかった．

（２）受託研究事業

県内企業が新商品・新技術の開発にあたっての技術的課題について，工業技術センターに委託し研究開発を行うこ

とによりその課題解決を図り，新商品・新技術の開発に結びつけることを目的とする．平成 23年度は 12課題に

ついて受託研究を実施し，この取り組みによって，企業との信頼関係を高めることができたばかりでなく，新商品・

新技術開発に貢献できた．

１２　技術情報発信

　工業技術センターに蓄積された研究成果等について刊行物やホ－ムペ－ジを通して情報発信を行った．
　「業務報告」，「研究報告」，「業務計画」を編集，発行し，関係団体等に配布すると共に，ホームページを通じて
随時情報提供した．また，研究成果については，パネルを作成し，地域産業技術セミナー等において展示した．
　メールによる技術関連情報の配信について，「技術支援ニュース」，「メールニュース」として登録者に配信して
いる．平成 23年度は 12回配信した．

１３　多機能防災システム実用化加速事業
　
　平成２２年度に、産学官で構成する次世代エネルギー活用促進研究会の取り組みの一環として、オール・イン・
ワンタイプの「多機能防災システム実証モデル」を製作し、あすたむらんど等に設置し、実証実験を行った。

  これら実証実験の結果を踏まえ、工業技術センターでは、DC/DC コンバータや太陽光パネルに改良を加えた、「実
用化加速モデル」を開発した。南海、東南海などの３連動地震への早期の備えに向け、発災による長時間停電時の
電源の確保、災害情報の発信と収集などより有用性の高いモデルを構築した。

　（１）リチウムイオン蓄電池システムの改良

　新たに、DC/DC コンバータを開発し、リチウムイオン蓄電池システムに組み込むことにより次の点が改善された。

  ①　大容量の太陽光パネルとの接続が可能となり、停電時における長時間の電力が確保されるなど、自立性が
格段に向上

  ②　既設の太陽光パネルの活用が可能となり、導入コストの低減

　（２）メッセージボード内蔵型災害時救援型自動販売機の活用

　今回、四国コカ・コーラボトリング株式会社が改良したメッセージボード内蔵型災害時救援型自動販売機を、こ
の「実用化加速モデル」に接続し、発災等による停電時における活用が可能となった。

  ①　メッセージボードを活用した、県防災センターなどからの災害情報の提供

  ②　自動販売機内の在庫飲料を、無料で取り出せるフリーベンド機能の利用
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１４　LED トータルサポート拠点

　徳島県では「LEDバレイ構想」の長期的取り組みとして，平成 23年度に「LEDネクストステージ行動計画」を
策定し，各種事業を展開している．その中で，工業技術センターを「LED トータルサポート拠点」と位置付け，
LED 応用製品の開発支援等を総合的に推進している．平成 23 年度は，「全光束測定装置」及び「配光測定装置」
を導入し，LED 応用製品の光学性能評価体制を整備した．さらに，工業技術センター 1階に，「LED 応用製品の常
設展示場」を開設し，県内の LED関連企業の新技術や製品を展示し，攻めの販売戦略を展開している．

（１）LED性能評価体制の整備

　県内企業が生産・開発するＬＥＤ応用製品の性能評価を行うため，平成 23年度は「光学性能」を評価す
る装置として，「全光束測定装置」と「配光測定装置」を導入した．

（２）LED応用製品の常設展示場

①　全光束測定装置
　直径３ｍの大型の積分球で，「光の明る
さ【全光束】」を測定する装置．110Wの
直管型蛍光灯（長さ 240cm）の測定が可
能であり，近年，大型化するＬＥＤ製品評
価に対応している．

②　配光測定装置
　大型の反射鏡が回転し，360°の「光の
拡がり【配光パターン】」を測定する装置．

（第一弾）
宮地電機　平成２４年１月２５日～２月２９日

（第二弾）
 「常設展示」
 ◇日程：平成２４年３月２１日（水）～
 ◇出展企業名
　阿波製紙株式会社（放熱のための機能紙）
　藤崎電機株式会社
　　（大型のＬＥＤ照明，ＬＥＤ点灯キット）
　有限会社フラワーショップ慶
　　　　　　（ＬＥＤプリザーブドフラワー）
　株式会社ブルー工房（ＬＥＤ照明）
　株式会社ＦＵＪＩＹＡ
　　　（ＬＥＤ照明による水耕栽培システム）
　宮地電機株式会社（ＬＥＤ照明）
　有限会社中林木工
　　　　　　 （LED 照明付き「魅せる棚板」）
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１５　緊急雇用創出臨時特別対策

　緊急雇用対策として非常勤職員を面接により 9名採用した．計量検定所と合同で工業技術支援本部として，「と
くしまエコテク」キッズツアーを開催し，県内小中学生及び工業系高等学校生（16校 526 名）を対象に，LEDキッ
トの製作等の体験学習を実施した．非常勤職員が付いたことで，事務処理や研究活動，一般来場者への対応外，個
別の企業相談への対応がスムーズになった．事業が終了すると人的代替がないので，事業終了後のサービス低下を
防ぐ工夫が今後問題となる．

○ LED技術サポート向上事業（2名採用）
 21 世紀の光源 LEDを活用した応用製品のアイディアを試作化，商品化するまでの技術サポートを
 促進する．
○環境・エネルギー試験研究促進事業（1名採用）
 工業技術センターで取り組んでいる LED及びリチウムイオン電池関連の試験研究における実験及び
 データ処理の作業補助を行う．
○環境技術啓発促進事業（2名採用）
 工業技術センターで県内企業が取り組んでいる環境技術を紹介するセミナーの開催や移動環境教室
 の実施等により環境技術の啓発を行う．
○計量検定所移転受入調整事業（1名採用）
 計量検定所受入れに伴う工業技術センターの業務の増加に対応するための補助業務を行う．
○商品力アップ発掘事業（1名採用）
 県内企業の販路開拓に対する商品力アップを図るため，県内企業に対して，技術支援，工業技術
 センターが研究開発した技術の広報，中国に向けた商品開発等の講習会開催等の補助を行う．
○地域資源・新素材試験研究促進事業（2名採用）
 工業技術センターで取り組んでいる県産スギを用いた建材等の地域資源・新素材の試験研究に
 おける実験及びデータ処理の作業補助を行う．
○グリーン産業高度技術研究機関事業（1名採用）
 県内企業の競争力強化を図るため，グリーン産業の製品を評価，検査できる体制整備のほか，
 新成長産業分野での試作，評価，実証実験の補助を行う．
○新成長産業創造促進事業（1名採用）
 自然エネルギーによる発電と蓄電に関する技術開発補助及び，新成長産業創出に関連する会議等の
 企画調整等の補助を行う．

（３）LED関連製品商品化促進事業

　LED応用製品の開発課題を公募し，採用した課題について，提案者と工業技術センター職員が共同で開発
および試作を行った．平成 23年度は，新規課題 4件，継続課題 4件について実施した．
[ 新規課題 ]
・LED 灯器用入射側集光円筒レンズの開発（サン電子工業㈱） 　森本 巌，平岡忠志
・紫外線 LEDを利用したディスプレイ用オブジェ（プラスワン企画）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 香川敏昌，森本 巌，住友将洋，室内聡子
・デスクトップライト「凛」（大利木材㈱）　　　　　　　   　　中瀬博幸，日開野 輔，酒井宣年，中村 怜
・聴覚障害者向け LED式情報表示システム（デジタル環境システム㈱）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　平尾友二
[ 継続課題 ]
・オリジナル手漉き和紙行灯（舛屋）　　　　　　　　　 　　　酒井宣年，中瀬博幸，室内秀仁
・LED照明付き「魅せる棚板」（( 有 ) 中林木工）　　　　　　    中岡正典，香川敏昌，室内聡子
・LEDランプ・粘着フィルムを使用した吊り下げ式虫取り装置（吉田商事㈱）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 室内秀仁，森本 巌，小山厚子
・光る鏡を利用した木工製品（( 有 ) 大桑商事）　　　　　 　　  中村 怜，住友将洋，室内聡子
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１６　購入備品

機　　器　　名 用　　　途　　　等 備　　　考

全光束測定装置

LED 光源や照明器具から出る，すべて

の光の量（全光束，単位：lm( ルーメン )）

を測定

電源立地地域対策交付金

配光測定装置
LED 光源や照明器具を中心とした，光

の分布（配光パターン）を測定
電源立地地域対策交付金

EMCテストシステム

①電源変動試験（電圧ディップ，短時

間停電，電圧変化に対する耐性評価）

②電磁波ノイズ測定および雑音端子電

圧測定における機器への電源供給

( 財 )JKA 競輪補助事業

蛍光X線分析装置 試料構成元素の定性・定量分析 住民生活に光を注ぐ交付金

 切削ラピッドプロトタイピング

システム

樹脂・軽金属の速やかな切削による試

作品の製作
住民生活に光を注ぐ交付金

繊維万能試験機 繊維の引張・圧縮等の強度検査 住民生活に光を注ぐ交付金

蛍光X線分析装置解析

ソフトウェア

試料中の有害物質の含有量の検査

ソフト
住民生活に光を注ぐ交付金

3次元 CAMソフトウェア
樹脂・軽金属の速やかな切削による試

作品の製作用ソフト
住民生活に光を注ぐ交付金

マイクロ波電波吸収体 放射ノイズの測定用 住民生活に光を注ぐ交付金
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１７　誌上発表，解説・紹介記事等

誌上発表

題　　目 発 表 者 発 行 所 誌　名 巻号（発行）

単層薄膜のむらの視覚化手法 柏木   利幸
徳島県工業技術支
援本部　徳島県立
工業技術センター

徳島県工業技術支援
本部　（徳島県立工
業技術センター）
研究報告

Vol.20 (2011)

水熱条件下における炭酸水素ナトリウムの
水素還元反応の速度論的研究

郡　寿也
徳島県工業技術支
援本部　徳島県立
工業技術センター

徳島県工業技術支援
本部　（徳島県立工
業技術センター）
研究報告

Vol.20 (2011)

小口径壺型金属部品内面の異物・傷検査 平岡　忠志
徳島県工業技術支
援本部　徳島県立
工業技術センター

徳島県工業技術支援
本部　（徳島県立工
業技術センター）
研究報告

Vol.20 (2011)

非接触自動形状計測装置の計測精度検証 香川　敏昌
平岡　忠志

徳島県工業技術支
援本部　徳島県立
工業技術センター

徳島県工業技術支援
本部　（徳島県立工
業技術センター）
研究報告

Vol.20 (2011)

ねじの箱詰め用ロボットハンドの軽量化 平尾　友二
徳島県工業技術支
援本部　徳島県立
工業技術センター

徳島県工業技術支援
本部　（徳島県立工
業技術センター）
研究報告

Vol.20 (2011)

超音波による水中を上昇する気泡の揺らぎ
計測 平尾　友二

徳島県工業技術支
援本部　徳島県立
工業技術センター

徳島県工業技術支援
本部　（徳島県立工
業技術センター）
研究報告

Vol.20 (2011)

県産スギを用いた壁の防音化について 中岡　正典
徳島県工業技術支
援本部　徳島県立
工業技術センター

徳島県工業技術支援
本部　（徳島県立工
業技術センター）
研究報告

Vol.20 (2011)

LED 関連製品のデザイン手法の研究 室内　聡子
徳島県工業技術支
援本部　徳島県立
工業技術センター

徳島県工業技術支援
本部　（徳島県立工
業技術センター）
研究報告

Vol.20 (2011)

魚類の冷凍に対する交流電場の影響
吉本亮子
岡久修己
他

徳島県工業技術支
援本部　徳島県立
工業技術センター

徳島県工業技術支援
本部　（徳島県立工
業技術センター）
研究報告

Vol.20 (2011)

Extracts of common buckwheat bran 
prevent sucrose digestion

新居　佳孝
岡久　修己
岩田　深也
 他

日本栄養・食 糧学会
Journal of 
Nutritional
Science and
Vitaminology

Vol.57, No. 6
 pp. 441-445 
(2011)

 解説・紹介記事

タ　イ　ト　ル 執 筆 者 発 行 所 誌　名 巻号（発行）

阿波藍と阿波しじら織物
―徳島県の伝統的地場産業― 川人美洋子 繊維製品消費科学会

繊維製品
消費科学会誌

第 52巻第 10号
p.605-608 (2011) 

Ｔｒｅｎｄｓ in the Awa Natural Indigo 
Industry in Tokushima, Japan (1966-2005) 川人美洋子

ＹａｙａｓａｎBudi 
Penyayang 
Malaysia

The Business 
of Batik 
Proceedings 
2009 

p.16-23 (2011)

加工食品における Bacillus 属細菌汚染の

現状と対策
岡久　修己 日本冷凍空調学会 冷　凍

Vol.86,No1002,

p328-332(2011)



22

１８　口頭発表，講習会・研修会，展示会・商談会等
 

 口頭発表（ポスター発表を含む）  

題　　　　　　目 発  表  者 発　表　会　名 場　所 期　日

ソバ殻抽出物の２型糖尿病モデルマウス
における糖脂質代謝への影響
発表者：笹賀早也香（徳島大学）

新居　佳孝
 岡久　修己
 岩田　深也
 他

第54回日本糖尿病学会
年次学術集会  札幌市 23.05.20

「人の視覚に近い画像に自動補正できる
デジタルカメラの画像処理技術」の技術移転

武知　博憲
柏木　利幸

四国発知的財産シンポジウム
in Tokushima 2011 徳島市

23.06.04
～

23.06.05

「モデル～製品～商品の開発からその後の
改良まで」 中瀬　博幸

平成23年度産業技術連携推進
会議ライフサイエンス部会
第９回デザイン分科会

徳島市 23.06.10

阿波しじら織物 川人美洋子
平成 23年度産業技術連携
推進会議ナノテクノロジー・
材料部会繊維分科会

福岡市 23.07.14

Reduction of VOCs(volatile organic 
compounds) using Photocatalysts Activated 
by Blue LED

小山　厚子
6th International Conference 
on Advanced Materials 
Development and Performance

徳島市
23.07.15
～

23.07.18

絶縁型位相制御昇圧DC/DC コンバータの
特性検証 酒井　宣年 電気関係学会四国支部連合大会 阿南市 23.09.23

三相インバータモジュールを用いた蓄電池の
充放電制御機能付き単相・三相電源 室内　秀仁 電気関係学会四国支部連合大会 阿南市 23.09.23

ニトロベンゼン中でのニトリルゴムの
脱架橋反応 正木　孝二 2011年日本化学会西日本大会 徳島市 23.11.12

ソバ殻抽出物の血糖上昇抑制作用 新居　佳孝 徳島県地域産業技術セミナー 当　所 23.11.17

樹皮繊維の吸音特性について 中岡　正典 徳島県地域産業技術セミナー 当　所 23.11.17

溶接プロセスの観察と品質評価への応用 松原　敏夫 徳島県地域産業技術セミナー 当　所 23.11.17

小口径壺型金属部品内面の異物・傷検査 平岡　忠志 徳島県地域産業技術セミナー 当　所 23.11.17

徳島県立工業技術センターにおける LED
商品の計測・評価機器の紹介 香川　敏昌 徳島県地域産業技術セミナー 当　所 23.11.17

超音波キャビテーション付与装置の改善
及び加工事例 小川　仁 電気加工学会 つくば市 23.11.24

LED と新素材を用いた徳島の新戦略 正木　孝二
( 社 ) プラスチック成形加工
学会主催　「第 17回　成形加
工冬期セミナー」

徳島市 23.12.01
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講習会・研修会等

テ　ー　マ 講 演 者 会の名称 場　所 期　日 参加人数

化　学 佐藤　誠一

消防職員初任教育 徳島県消防学校

23.05.23 52

物　理 中村　怜 23.05.24 52

食品工場の衛生管理

宮﨑　絵梨 徳島県漬物加工販売協同組合中国人研修会 板野町 23.06.07 10

中西　謙二 徳島県漬物加工販売協同組合中国人研修会 板野町 23.11.08 11

食品微生物について 宮﨑　絵梨 れんこん未利用資源有効活用事業研究会 工業技術センター 23.08.26 23

ボイラー炉内壁面輻射
増進塗料の開発 松原　敏夫 暖房機の整備研修会 工業技術センター 23.11.28 43

食品加工の基礎知識 宮﨑　絵梨 勝浦町商品化はじめの一歩講座 勝浦町 24.01.16 16

題　　　　　　目 発  表  者 発　表　会　名 場　所 期　日

光触媒を用いた悪臭除去 小山　厚子
平成 23年度第 7回

LED 応用技術セミナー
阿南市 23.12.02

Ori-nui Shibori (Folded and Stitched Tie-
dyeing） Technique using Awa Natural Indigo 川人美洋子

Kuala Lumpur International 
Batik Convention 2011 
(Malaysia)

Kuala 
Lumpur 
(Malaysia)

23.12.09

阿波藍
～久留米絣と阿波藍の可能性について～ 川人美洋子 財団法人久留米絣技術保存会伝承者養成事業研修会 久留米市 24.01.27

スダチポリフェノールを含有する発芽玄米の
製造 山本　澄人 平成23年度第２回とくしま産学官連携交流サロン 当　所 24.02.28

ソバ殻抽出物の血糖上昇抑制作用 新居　佳孝 平成23年度第２回とくしま産学官連携交流サロン 当　所 24.02.28

スダチ果皮抽出物であるスダチチンによる食
餌誘発性肥満マウスの糖・脂質代謝改善効果
発表者：吉田知美（徳島大学）

新居　佳孝
 岡久　修己
 岩田　深也
 他

日本農芸化学会2012年度大会 京都市 24.03.24
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展示会・商談会等

展示会・商談会名 担 当 者 展　　　示　　　品 場　　所 期　日

徳島ビジネスチャレンジ
メッセ2011

森本　巌
香川　敏昌
武知　博憲
新居　佳孝
三木　晃

徳島県立工業技術センターの広報 アスティ徳島
（徳島市）

23.10.27～
23.10.29

徳島ビジネスチャレンジ
メッセ2011
サテライト

室内　秀仁
平尾　友二
中岡　正典
室内　聡子

徳島県立工業技術センターの広報 当　所 23.10.27～
23.10.28

日産自動車展示商談会 柏木　利幸
松原　敏夫

徳島県立工業技術センターの広報
研究テーマの紹介及びマッチング

日産自動車 (株 )
テクニカルセンター
（神奈川県厚木市）

24.01.26～
24.01.27

第 4回 LED Next Stage 
2012  室内　秀仁 LED新分野進出研究会高輝度平行光分科会　試作品展示

東京ビッグサイト   
（東京都） 24.03.05～

24.03.07

2011消費者まつり 柏木　利幸
武知　博憲 徳島県立工業技術センターの広報

とくぎん
トモニプラザ
（徳島市）

23.05.14

１９　特 許

発  明  の  名  称
発  明  者

( 勤務発明をした職員 )
登録番号 登録日

キノコ栽培方法及びキノコ栽培用培地 福田　和弘 特許 4759715 号 23.06.17

生キノコエキス製造方法，エキス及び

エキス配合物
福田　和弘 特許 4830066 号 23.09.30

蟻酸の製造方法及び製造装置 郡　寿也 特許 4834811 号 23.10.07

乾燥納豆食品の製造方法 山本　澄人 特許 4947560 号 24.03.16
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２０　研究概要
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